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　目の不自由な方への情報提供を目的
に作られたものです。この音声コード

（ＳＰコード）を、活字文書読み上げ
装置で読み取らせると、音声で読み上
げます。
　活字文書読み上げ装置は社会福祉協
議会本所に設置しています。

これはＳＰコードです

被災者生活サポートボランティアセンターシミュレーション研修
（詳細は７ページをご覧ください。）



平成25年度 安芸高田市 社会福祉協議会事業計画
基本方針
　少子・高齢化社会の進行やそれに伴う生活様式も変化する中、家族や地域社会のつながりが薄
れ、支えあう力が低下し、長引く経済不況や雇用環境の厳しさも相まって、経済的困窮や虐待、
社会的孤立などの深刻な生活課題が広がっています。
　こうした状況の中、地域福祉推進の中核的な組織である本協議会は、住民主体を旨とし、地域
に密着した、住民参加と協働による福祉活動の支援や福祉コミュニティづくりを推進する事業を
積極的に展開していきます。
　また、安定的な経営基盤確立に向けて、徹底した経費削減戦略を樹立し、諸規程の見直しをは
じめとした法人改革を行っていきます。
　「ともに支えあい、心豊かに」をスローガンに、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせる
まちづくりの実現のため、＜地域福祉活動の推進＞、＜在宅福祉サービスの充実＞、＜福祉の開
拓者として＞の3項目を柱に掲げ事業の推進を図ります。

　福祉のまちづくりをめざし、市内の小地域福祉活動をとおして地域の中で相互に助けあい
支えあう事業の推進を図ります。また、関係機関と連携・協働により受託事業の円滑な運営
に努めます。
　重点事業
　　◇ふれあいサロン事業

　　◇ボランティア活動事業

　　◇日常生活応援サービス事業（ほほえみネット安芸高田）

　　◇受託事業

　　　安心生活創造事業・子育て支援センター事業・障がい者地域生活アシスタント事業　

など

　福祉専門職が互いに連携を図りながら、利用者やその家族との信頼関係を構築し、良質で
きめ細やかなサービスの提供を継続するとともに、職員一人ひとりがコスト意識を持ち、積
極的に事業の啓発活動を行うことで利用者の増加を図り、安定した事業経営に努めます。
　重点事業
　　◇訪問介護事業（障がい者自立支援事業を含む）　◇通所介護事業

　　◇居宅介護支援事業　　　　　　　　　　　　　　◇福祉用具貸与事業

　地域の実情や要望を把握するため、職員が積極的に地域に出向き、関係機関との連携を取
ることによって、地域で活動する人材の発掘・養成に努めます。また、多様な研修や講座の
企画とともに、活動実践ができる場を開拓提供します。
　福祉コミュニティの形成や福祉のまちづくりを共通理念として業務を進めるとと
もに、新たな福祉サービスやニーズを発掘し、地域住民の主体性を引き出しながら
課題解決に努めます。

地域福祉活動の推進

在宅福祉サービスの充実

福祉の開拓者として
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新　所　属 氏　　名 旧　所　属

事務局長兼福祉用具貸与事業所管理者
兼訪問介護事業所 ｢ツツジ｣ 管理者

益田　茂樹 安芸高田市役所甲田支所長

事務局次長兼地域福祉課長兼甲田支所長兼
福祉活動専門員

曽我　　淳 事務局次長兼吉田支所長兼福祉活動専門員

在宅福祉課長兼吉田支所長 和田　篤志
在宅福祉課長兼福祉用具貸与事業所管理者
兼訪問介護事業所 ｢ツツジ｣ 管理者

美土里支所長兼高宮支所長 柳川真須美 高宮支所
八千代支所長兼向原支所長 川野てい子 向原支所

氏　　名 旧　所　属

重本　邦明 事務局長
髙橋　義照 地域福祉課長兼甲田支所長
河内　直美 美土里支所長兼高宮支所長
槇原　秀克 八千代支所長兼向原支所長

平成25年4月1日付人事異動　よろしくお願いいたします。

平成25年3月31日付退任

　大変お世話になりました。
　ありがとうございました。

平成25年度 安芸高田市 社会福祉協議会事業計画

　地域福祉事業
○ボランティア活動事業
○被災者生活サポートボラネット推進事業
○相談事業
○福祉教育推進事業
○ふれあいサロン事業
○日常生活応援サービス事業　ほほえみネット安芸

高田
○ファミリー・サポート・センター事業
○安心生活創造事業
○障がい者地域生活アシスタント事業
○福祉サービス利用援助事業「かけはし」
○子育て支援センター一時預り・病後児預り事業
○安芸高田市共同募金委員会事務事業
○日本赤十字社広島県支部安芸高田市地区事務事業
　センター運営事業
○吉田老人福祉センター
○ふれあいセンターいきいきの里
○ふれあいセンターこうだ
　介護保険事業
○訪問介護事業
○居宅介護支援事業
○通所介護事業
○福祉用具貸与事業
○福祉用具販売事業

　在宅福祉事業
○配食サービス事業
○地域保健福祉事業
○一次予防事業（げんき教室）
○二次予防事業（通所型介護予防事

業）
○介護予防プラン計画業務
○要介護認定調査業務
○育児支援家庭訪問事業
○家族介護者リフレッシュ事業
○生活・介護サポーター養成事業
○介護保険対象外福祉用具貸出事業
　共同募金配分金事業
○高齢者福祉活動事業
○障がい児・者福祉活動事業
○児童・青少年福祉活動事業
○住民全般福祉活動事業
　積立基金事業
○介護保険財政調整基金事業
○財政調整基金事業
　貸付事業
○高額医療費・出産費貸付事業
○生活福祉資金貸付事業
　障がい者自立支援事業
○障がい者自立支援事業

事業一覧
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平成25年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支予算
〔評議員会　平成25年3月22日可決〕

（単位：千円）

介護保険事業

263,224
（55.3％）

475,781475,781475,781475,781475,781475,781
合計

475,781475,781475,781475,781475,781475,781475,781
合計

収入

支出
（単位：千円）

会費収入（500 円／戸） 4,514  （1.0％）

寄附金収入（香典返し・見舞返し等） 8,111  （1.7％）

市補助金収入（人件費・事業費等） 65,028（13.7％）

受託金収入（センター管理・配食サービス等） 44,252  （9.3％）

事業収入（各事業利用料等） 7,325  （1.5％）

貸付事業等収入（貸付償還金） 6,000  （1.3％）

共同募金配分金収入 4,185  （0.9％）

障がい者自立支援費収入（介護給付費・利用者負担金） 19,660  （4.1％）

補助事業等収入（受託事業・利用者負担金） 693  （0.1％）

その他（受取利息配当金等） 782  （0.2％）

資金移動収入 23,308  （4.9％）

財務活動による収入（積立金取崩等） 13,464  （2.8％）

前期末支払資金残高 65,265（13.7％）

介護保険収入
( 介護報酬・
 利用者負担金等 )

213,194
（44.8％）

退職積立金事業 7,903  （1.7％）

障がい者自立支援事業 33,314  （7.0％）

貸付事業 12,333  （2.6％）

共同募金配分金事業 3,495  （0.7％）

センター運営事業 9,251  （2.0％）

在宅福祉事業 10,356  （2.2％）

地域福祉事業 38,227  （8.0％）

法人運営事業 97,678（20.5％）

※介護保険事業、障がい者自立支援事業等の支払資金

快適な生活環境を創る
土木・上下水道・造園・墓地

安芸高田市美土里町北2520-5

ＴＥＬ０８２６－５５－０５３７
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平成25年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支予算
〔評議員会　平成25年3月22日可決〕

（単位：千円）

介護保険事業

263,224
（55.3％）

475,781
合計

475,781
合計

収入

支出
（単位：千円）

会費収入（500 円／戸） 4,514  （1.0％）

寄附金収入（香典返し・見舞返し等） 8,111  （1.7％）

市補助金収入（人件費・事業費等） 65,028（13.7％）

受託金収入（センター管理・配食サービス等） 44,252  （9.3％）

事業収入（各事業利用料等） 7,325  （1.5％）

貸付事業等収入（貸付償還金） 6,000  （1.3％）

共同募金配分金収入 4,185  （0.9％）

障がい者自立支援費収入（介護給付費・利用者負担金） 19,660  （4.1％）

補助事業等収入（受託事業・利用者負担金） 693  （0.1％）

その他（受取利息配当金等） 782  （0.2％）

資金移動収入 23,308  （4.9％）

財務活動による収入（積立金取崩等） 13,464  （2.8％）

前期末支払資金残高 65,265（13.7％）

介護保険収入
( 介護報酬・
 利用者負担金等 )

213,194
（44.8％）

退職積立金事業 7,903  （1.7％）

障がい者自立支援事業 33,314  （7.0％）

貸付事業 12,333  （2.6％）

共同募金配分金事業 3,495  （0.7％）

センター運営事業 9,251  （2.0％）

在宅福祉事業 10,356  （2.2％）

地域福祉事業 38,227  （8.0％）

法人運営事業 97,678（20.5％）

※介護保険事業、障がい者自立支援事業等の支払資金

日本赤十字社社資募集にご協力お願いいたします
赤十字活動は、皆さまからお寄せ頂く活動資金（社資）によって支えられています。

　日本赤十字社は、日本赤十字社法という法律に基づいて設置された法人です。その活動は、個
人、法人を問わず、赤十字の理念やその活動内容に賛同してご加入いただいた会員「社員」の皆
さまから拠出いただく会費「社費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」（総称して

「社資」と呼びます。）を活動資金とし、人道・博愛・平和を希求するという赤十字の理念に基づ
いた多くの事業を実施しています。また赤十字活動は多くのボランティアの皆さまの奉仕によっ
て支えられています。
　日本赤十字社安芸高田市地区では、本年度も各地区の福祉委員の方を通じて社費のご協力をお
願いしておりますので、市民の皆さまの一層のご理解とあたたかいご支援を心からお願い申しあ
げます。

募集期間：平成₂₅年₅月₁日～₆月₃₀日 1戸あたり₅₀₀円をお願いしております。

社資はこんなことに使われています!!

その一歩がだれかの笑顔をつくる、
赤十字の活動資金にご協力ください

血液事業

講習普及事業

国際活動

医療事業

災害救護活動

青少年赤十字

献血をお願いし、病
気やケガで血液が必
要となった患者さん
のもとへ24時間体
制で輸血用血液をお
届けします。

急病や突然の事故に
備えて、 心肺蘇生や
AED （自動体外式除
細動器） の使い方、
水の事故から身を守
る方法などの講習会
を行っています。

紛争や自然災害で苦
しむ人々を救うた
め、187の国と地域
に広がる赤十字とし
て世界各地で活動を
続けています。

地域の中核病院とし
て、地域に根差した
医療を提供するとと
もに、災害時には直
ちに医療救護活動が
できるように体制を
整えています。

災害時に医師などを中
心に編成される救護班
をいち早く被災現場に
派遣し、救護活動やこ
ころのケア活動を行い
ます。また、救援物資
もお届けしています。

子ども達に、いのちと
健康、社会のために奉
仕すること、世界中の
人々との友好を深める
ことの大切さを伝え、
人を思いやる気持ちを
育んでいます。
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義援金送金分

19,332,153円
（平成25年４月20日現在）

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

受付期間
　平成23年3月12日～平成26年3月31日
受付場所
○安芸高田市市役所　本庁及び各支所
○安芸高田市社会福祉協議会　本所及び
各支所

寄付についてのお問い合わせ先
　広島県共同募金会
　安芸高田市共同募金委員会　☎45－2941

　 「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金」（ボラサポ）は、東日本大震災の被災地でボ
ランティアやＮＰＯ活動を支援する“支える人を支える募金”です。発災直後から避難所に温か
い食事や毛布を届ける人たち、仮設住宅に暮らす人同士が話すきっかけの交流サロンを行なう人
たち、そして住まいを遠く離れて暮らす人たちを地域であたたかく受け入れる人たちなどの活動
を支えてきました。
　復興への道はまだ見えず、厳しい状況は続いています。それでも、被災した人たち自身が動き

出す活動が増えてきています。この動きを支え続けるため
にも、継続した支援が必要です。
　これまでボラサポでは、2,000 件以上の活動に寄付をお
届けし、被災した人たちを支えてきました。一人でも多く
の市民の皆さま、一社でも多くの企業の皆さまのご協力を
お願いいたします。

「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」（ボラサポ）にご協力お願いいたします。

東 日 本 大 震 災
義援金の受付期間が延長になりました

　平成23年３月11日（金）に発生しました東日本大震災の被災者に対する義援金を受け付けた
ところ、多くの市民の皆さまからのご協力をいただき誠にありがとうございます。お預かりいた
しました義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部へ送金しており、被災された方々に配分され
ています。
　また、義援金の受付期間が平成26年３月31日まで延長になりましたので、引き続き市民の皆
さまのご協力をお願いいたします。
　一日も早い被災地の復興を心からお祈り申しあげますとともに、ご協力いただきました皆さま
に心から御礼申しあげます。
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有料広告募集

社協だより　　　　　

  40×60㎜（カラ－）

年間 16,000円

けんこうなかまの施術院
吉田出張所

TEL 090-9739-9389（完全予約制）

被災者生活サポートボラネット事業
　今日、災害が起こった場合には、被災地に市町災害ボランティアセンターが設置さ
れ、全国各地から被災者支援のためボランティアが訪れるようになっています。
　安芸高田市内でもし災害が起こった場合、「被災者主体」「被災地中心」の考えのも
と、一日も早い復興を目指し被災者の生活支援が円滑に効果的に展開できる組織体制
作りが重要となります。
　安芸高田市社会福祉協議会としても、市域での災害発生時には、その被災状況によ
り被災地域・被災者へ効果的な生活支援を行なっていくため、各関係機関との連携を
図りながら、「安芸高田市被災者生活サポートボランティアセンター」を設置します。

被災者生活サポートボランティアシミュレーション研修
　２月22日（金）、ふれあいセンターこうだにおいて、各関係機関から₃₉名の方にご参加いただき、
被災者生活サポートボランティアシミュレーション研修を行ないました。
　ボランティアからの支援を希望される方からのニーズをどのようにして受け付けるのか、また、
ボランティアをしていただける方の把握やマッチング方法、活動支援物資の貸出方法などを、実
際に安芸高田市内が被災し、被災者生活サポートボランティアセンターを立ち上げたと仮定して
模擬訓練を行ないました。
　参加された方々からは、『実際に安芸高田市が被災した際には、このボランティアセンターがひ
とつでも多くの被災者のニーズを解決できるようにしたい。』といった声があがりました。

ボランティア受付

ボランティアのマッチング

被災者ニーズ受付

支援物資貸出
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毎月第１木曜日の午後に寄りあう私たちのサロンは、いつも手作りのおやつをいただいていま
す。

今回は桜の花が満開だったので、みんなで桜餅、ゆず寒天、折り紙コースターを作りました。
できあがったおやつは、「くわず女房」という紙芝居を見ながら美味しくいただき、とても幸

せなひとときを過ごすことができました。また、今回は男性の方も加わってくださり、とてもに
ぎやかになりました。 （郡山ゆめサロン世話人）

　私たちのサロンは、毎月１回集まっておしゃべりや歌、無理をしないで体を動かす、ころげん
体操やミニゲートボールなどをしています。
　今回は、板に大小の籠を取り付け３ｍくらい離れた所からおじゃみを投げ入れるといったゲー
ムをしました。『思う所に入らんの～』『入った～!!』とにぎやかに和気あいあいとした時間を
過ごしました。
　これからも「しゃべって・笑って・動いて」と楽しいサロンにしていきたいと思います。

　（はつらつサロン世話人）

「郡山ゆめサロン」は吉田町の迫三丁集会所で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所　☎４２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「はつらつサロン」は八千代町の上佐々井集会所で開いています。
詳しいことは　市社協八千代支所　☎５２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。
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よ～く狙ってから投げるんよ!! 今日も楽しかったね♪

折り紙コースターに挑戦 !! みんな仲良し !!



体操すると気持ちいいね～ 美味しいご飯をいつもありがとう

すごい !! 入った～ !!

体を動かすとご飯も美味しい♪

「ほほえみサロン」は美土里町の生田集会所で開いています。
詳しいことは　市社協美土里支所　☎５９－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「西ゆめサロン」は高宮町の上城集会所で開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所　☎５７－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、農繁期を除き毎月集まっ
て、おしゃべりやゲーム、料理、健康体操、歌
唱など色々なことをして楽しく活動していま
す。
　今回は、輪投げをしたのですが輪投げをする
時の顔は真剣そのもので、『みやすそうでもな
かなか入らんの～』と言いながらも、輪が入る
たびに歓声があがりとても盛りあがりました。
　その後、みんなでお昼ご飯を美味しくいただ
き、懐かしい歌をうたってお別れしました。
　これからもみんなが主役でいきいきとしたサ
ロンになるよう心がけていきたいと思っていま
す。

（西ゆめサロン世話人）

サロンを立ち上げて13年になりました。はじまった当時は世話人だった方も、今では会員に
なりましたが、「自分たちでできることはしよう」という精神で、会費を集めたりゲームを進行
したりと忙しく動かれています。

私たちのサロンは、お昼ご飯の前に音楽に合わせて体操をするのですが、これがとても気持ち
良く、ご飯もとても美味しくなります。世話人の心のこもった手作りご飯を食べながら、ワイワ
イとおしゃべりに花が咲きました。 （ほほえみサロン世話人）
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　サロンを立ちあげて１年が経ちました。まだ手探り状態なのですが、おしゃべりや頭の体操、
手芸などで楽しく活動しており、会員の笑顔を見るのをいつも楽しみにしています。
　今回は、甲田中学校の生徒が交流に来られ、手作りカードで神経衰弱やカルタをしてとても楽
しい時間を過ごしました。
　これからもたくさんの笑顔があふれるサロンにしたいと思っています。

（ＳＡＫＵＲＡサロン世話人）

　ひきこもりがちな高齢者が青空の下で太陽の光をいっぱい浴びることができないかと考え、み
んなで取り組みやすいグラウンドゴルフをやってみようということから私たちのサロンは立ちあ
がりました。
　今回のサロンも、いっぱいしゃべって元気に笑ってと、とても楽しいサロンになりました。
　私たちのサロンは、青空のもといつもたくさんの笑顔と笑い声があふれています。

（ふれあいサロン八東戸世話人）

「ＳＡＫＵＲＡサロン」は甲田町の小原中央集会所で開いています。
詳しいことは　市社協甲田支所　☎４５－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「ふれあいサロン八東戸」は向原町の八東戸老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所　☎４６－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。
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神経衰弱で笑顔がいっぱい

青空のもとで動くと気持ち良いよ♪

楽しい時間をありがとう

ホールインワンにするで～ !!
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
平成25年2月21日～平成25年4月20日受付分（敬称略）
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介護相談 介護についてご相談をお受けします。
お気軽にお越しください。

　高齢者やその家族に対しての福祉に関する身近な相談窓口です。
　自宅や地域で生活される中で、『ちょっと困ったなぁ…どうしよう。』といった困りごとがあり
ましたらお気軽にご相談ください。介護支援専門員（ケアマネージャー）がお話を伺い、ともに
考えお手伝いさせていただきます。

例えば…
　☆自宅で生活していきたいが介護上で悩んでいる。

　☆介護保険サービスの利用をしたいが、どのような手続きが必要？

　☆日常生活でちょっとした困りごとがあるが、何か良い解決方法はある？　など

【日　　　　時】　毎月第２水曜日　９：00 ～ 12：00

【場　　　　所】　吉田老人福祉センター（吉田町吉田 1324-1）

【お問い合わせ】　安芸高田市社会福祉協議会　在宅福祉課

　　　　　　　　☎４５－２９４１（代表）☎４５－５１０１（直通）

■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎４５－２
ふくしいちばん

９４１）
　　　　　 ６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13:00 ～ 16:00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合が
ありますので、詳しくは市社協本
所総務課へお問い合わせください。

市社協美土里支所 ６月５日（水）

市 社 協 高 宮 支 所 ７月３日（水）

※　市社協吉田支所：開催月の1日、8:30から予約受付（変更あり）
※　市社協支所：開催前月の15日、8:30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10:00 ～ 15:00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13:00 ～ 15:00 (開催月)4･5･6･7･8･9･10･11･12･1月

市社協美土里支所 第 ２ 金 曜 日 9:00 ～ 12:00 (開催月)4･5･6･7･8･10･11･12･1･3月

市 社 協 高 宮 支 所 毎  月  ₁ ₅   日 9:00 ～ 12:00 (開催月)4･5･6･8･9･10･11･12･2･3月

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13:30 ～ 15:30 (開催月)4･5･6･7･9･10･11･12･1･3月

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9:00 ～ 11:00 (開催月)4･5･6･7･8･9･10･11･12･1月
　※日程については変更となる場合がございますので、詳しくは市社協各支所へお問い合わせください。

相談無料

お・し・ら・せ

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490‒1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
 TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより

編集
後記

　今回の社協だよりに、今年度の基本方針や重点事業などを掲載しておりま
す。社協のスローガンを実現させるために、市民の皆さまのお力添えをいただ
きながら頑張っていきますのでよろしくお願いいたします。

（事務局）

※要予約


